
令和 7年 3月 2 7日

保健福祉課保健福祉グループ

帯状疱疹ワクチンのお知らせ

令和７年度定期接種の対象となる方

①令和7年度内に65歳になる方
②60～64歳でヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能の障害があり
日常生活がほとんど不可能な方

③令和7年度に70、75、80、85、90、95、100歳となる方

（令和7年度～令和11年度までの経過措置）

④101歳以上の方（令和7年度のみ）

令和7年度から帯状疱疹ワクチンが定期接種化されたことに伴い、
帯状疱疹ワクチン接種に係る費用の一部を助成します。

助成額と自己負担額

接種場所 ワクチン種類 接種回数と間隔 町助成額 自己負担額

美深厚生
病院

不活化ワクチン
（筋肉注射）

2回
2ヶ月以上の間隔

をあける※

1回 10,000円
※2回接種で
20,000円

1回 11,020円
※2回接種で
22,040円

吉田病院
（名寄）

生ワクチン
（皮下注射）

1回 4,000円 4,760円

不活化ワクチン
（筋肉注射）

2回
2ヶ月以上の間隔

をあける※

1回 10,000円
※2回接種で
20,000円

1回 12,550円
※2回接種で
25,100円

予約方法は裏面をご覧ください

回覧

注）ワクチン単価の変更により料金は変わることがあります

帯状疱疹とは

■過去に水痘にかかった時に体の中に潜伏した水痘帯状疱疹ウイルスが再
活性化することでおこります。体の左右どちらかに帯状に痛みを伴う水
疱が出現します。

■合併症として「帯状疱疹後神経痛」があり、日常生活に支障をきたすこ
ともあります。

※）病気や治療により医師の判断で1か月まで短縮可能
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定期の予防接種による副反応のために、医療機関で治療が必要な場合や生活が不自由に

なった場合（健康被害）は、法律に定められた救済制度（健康被害救済制度）があります。
制度を利用するためには、一定の条件があります。
※詳細は、厚生労働省ホームページ「予防接種 救済制度」で検索してご確認ください。

*接種部位の症状 厚生労働省より

【接種条件】

【ワクチンの安全性】

主な副反応の発現割合 生ワクチン 不活化ワクチン

70％以上 ー 疼痛

30％以上 発赤 発赤、筋肉痛、疲労

10％以上
そう痒感、熱感、腫脹、
疼痛、硬結

頭痛、腫脹、悪寒、発熱、
胃腸症状

1％以上 発疹、倦怠感 そう痒感、倦怠感、その他の疼痛

接種場所 接種日・受付時間 予約期日 予約方法

美深厚生病院
月2回、金曜日

10：30～10：45

4月1日から美深厚生病院
電話2-1631 または
Ｗｅｂで予約ください

吉田病院
（名寄）

接種日は予約時に決めてください
吉田病院

電話01654-3-3381

・予診票は医療機関又は保健センターでお渡しします。
・入院や施設入所等で指定の医療機関での接種が困難な場合は、保健センター
にご連絡ください。

生ワクチン 不活化ワクチン

条件
病気や治療によって、免疫が
低下している方は接種不可

免疫の状態に関わらず接種可能

他のワクチンを
接種する場合

他の生ワクチンとは27日以上の
間隔を置いて接種

ー

医師が特に必要と認めた場合に、インフルエンザワクチンや新型コ
ロナワクチンン等と同時接種が可能です。

【接種日・予約方法】

【予防接種健康被害救済制度】

接種日の10日前


